













































































































































































































































1945年から 2011年 3月 11日の「福島原発事故」
までが 66年。中国はアヘン戦争の 1840年から辛
































































































































































































































































































































































































































































 2013年 2月 19日
③上海在住の中国人女性（筆者小林の友人，知識
人）の「微博の友」（メル友）に掲載しても頂い
た。（発信者は小林一美，2013年 4月 7日付け）。
『中国の友人の皆様へ』
―「尖閣列島」に関する国際紛争を憂慮して呼び
かけた「7人の日本人・中国史研究者」の 1人と
して，皆様の御意見に私一個人の責任で答える―
　小林一美（Kobayashi  Kazumi）日本国神奈川県
横浜市在住，75歳，1937年生れ。2013年 4月 7
日記。（注，前記②の「呼びかけ文」に対する中
国人の批判に答えた私の文章。総論だけを紹介す
る。全体の 2分の 1は省略した。日本語と中国語
で発信。全文を中国の友人のブログに掲載して頂
いた）
第 1部，上海の私の友人のブログ「微博」の波紋
　日中戦争・太平洋戦争後，わたしたち日本人は
戦争の反省に立ち，諸国民の公正と信義を信頼し
て，平和憲法の下に近隣諸国，世界の国々と平和
的友好的に交際し，自由と平和を希求しようとし
てきました。もちろん，この間に，戦争の処理に
十分なる解決がなされたと或いは言い得ないかも
しれません。しかしこの数十年間，日本国民が真
摯に平和と友好を求めてきたことは歴史的に否定
し得ない事実であります。中国の人々が近現代の
苦難・桎梏からの解放を求め，苦闘を繰り返され
たことは，ここに名を連ねたわたしたち中国史研
究者が共有する学問の原点であり，深い敬意を払
うとともに，日本がその苦難の歴史に大きな責任
を負っていることも明確に認識しています。
　わたしたちは，何よりもまず，両国の間の平和
と良好な関係は永遠に維持されなければならない
と思います。これは近現代の歴史がわたしたちに
強く教えるところです。見解の相違はあります。
感情の齟齬もあります。しかし，「アジア」の近
隣に住む両国国民は，歴史が育くんできた共通の
「文化」と各自の「個性」を尊重しつつ，「共存」
する未来を共有する意志を持ちうるし，歴史研究
者としてそのために努力せねばならない，とわた
したちは考えます。
　わたしたちが憂慮しますのは，対立した現状の
まま事態が推移すれば，両国間に狭隘なショーヴ
ィニズムの「対抗状況」が醸成されかねないこと
です。度重なる戦争の悲惨を経験してきた国際社
会は，対立紛争を「武力」によってではなく，平
和的に解決する手段として国際平和機構，すなわ
ち国際連合や国際司法裁判所を作るという智慧を
示してきました。わたしたちは，無数の失われた
生命の犠牲の上に成立した，理性と知恵によって
解決するこのシステムの活用の方向を両国は尊重
すべきであると考えます。
　忌憚なく語り，議論し，武力を交えることな
く，共存を目指して「対話」を繰り返していくこ
と，それで不十分であれば国際的な解決システム
を活用することを両国政府，民間諸団体，および
両国国民ひとりひとりに強く訴えたいと思いま
す。未来は腹蔵なく語り尽すことによってのみ開
かれます。わたしたちは「理性」と「ことば」の
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す。しかし，これにも大きな限界がありました。
米ソ中英仏の 5大国が，「国連常任理事国 5カ国」
という特権を保持すると云う取引で賛成したので
す。戦後の日本では，1945年の敗戦から 1970年
代終わりまで，反戦運動，市民運動，農民運動，
労働運動，住民運動，護憲運動，学生運動等々が
極めて盛んでした。こうした方面の日本人の努力
の歴史を私達は評価したいと思います。しかしそ
れ以後，日本では 1990年代以降今日まで，国家
と資本とネイションの 3者は次第に分裂し，グロ
ーバル経済・新自由主義の下で社会の中間勢力，
中間階級，協同組合組織，農村共同体「村」が解
体されました。その為，日本の企業共同体，農村
共同体は消滅し，国民は散沙の様にバラバラにな
り，国家が 1000兆円の負債を持つと云う国家財
政破綻を招きました。政治家は国民に媚び，放漫
財政による人気取り政治を行うと云うポピュリズ
ムが横行する危険な状態になっています。
■革命や戦争の可能性について，歴史的事実を分
析してみましょう。戦争は，国民投票で決めて実
行されるものではありません。第一次世界大戦，
ロシア革命，中国革命，ナチス独裁，日本の満洲
事変，蘆橋溝事件，朝鮮戦争，中越戦争等々，こ
れらは大多数の国民の合意や意思とは関係もなく
引き起こされました。例えば，朝鮮戦争はキム・
イルスン，スターリン，毛沢東の 3人の合意で実
行されました。建国直後の中共政権には毛沢東以
外に北朝鮮軍の南侵に積極的に賛成した人はいな
かったと聞いています。南北朝鮮の民衆の大多数
も，朝鮮戦争の勃発を予想していませんでした。
また，革命・反革命の多くはボルシェビキ党，ナ
チス党，ファッシスト党等々の少数派である独裁
政党によって実行されました。多くの国民は，ほ
とんど何も知らない状況の中で戦争は勃発し，革
命は遂行されたのです。また第一次世界大戦は，
いったいなんであのような恐るべき世界戦争にな
ったのか，今でも原因がよくわかりません。この
ように，革命とか戦争は，多くの偶然が積み重な
ってあるベクトル（政治的雰囲気と方向性）が選
択されて，国家を戦争に突き動かす衝動的必然に
転化し，ある日に突如として発現するものなので
す。日本の中国侵略とアジア太平洋戦争への道に
（小林評）科学や学問に携わる人は，国家・階級・
民族・地域の垣根を越えて発言し，行動する責任
があり，そうすることが「学者の使命倫理」でし
ょう。世界中の多くの学者・技術者・思想哲学の
恩恵を受けて，人類は新しい時代を切り開くこと
が出来たのです。だから，学者は自国の政府・権
力者を絶えず批判して，人類普遍の立場に立つ必
要があるのです。私も，戦後の日本が一貫して平
和的だったとは思っていません。近い将来に，石
原某，橋本某のような右翼的大衆扇動家が国家の
主導権を握り，極めて好戦的な政府を作る可能性
があります。現に自民党政権は憲法改正を日程に
あげており，石原は核武装を主張しています。日
本人は，日中戦争を起こしたことに対する自己批
判が不足していると云う批判は，その通りだと感
じます。日本の小・中・高の教科書に，近代の日
本の戦争史は十分記されてはいませんし，歴史家
の「日中戦争史研究」が極めて不十分であること
も大いに反省すべきことです。ですから，私は，
一日本人としての国家や国民を名のって発言する
ことに大きな抵抗を感じます。あらゆる国家は，
周辺にある他の国家，民族，共同体群にたいして
敵対し，競争し，戦争し，屈服させて自己を強大
化しようとする本性を持つものです。実際に総て
の歴史上の国家がそうしてきました。国家は戦
争・準戦争状態によって自己を唯一正当化し，国
家共同体幻想を保持し再生産する本質を持ってい
ます。従ってあらゆる国家は強力な常備軍と軍事
的官僚制を絶えず保持・補強し続けるのです。国
家が国際的な規模で消滅し，世界連邦政府・世界
共和国の誕生によって戦争が無くなった時，諸国
家の対抗・競争によって起る戦争の原因である領
土紛争もまた根本的に解決することができるでし
ょう。武力革命なしに，国家をより高い水準で克
服し，消滅させることが理想です。その時に，ま
た諸国家内の文化は，より地域・大地に根差した
文化として復活し，世界的規模で発展すると信じ
ています。世界遺産の認定と保護，国際連盟や国
際連合，国際機関の設立は強大な国家が主導して
作ったものではなく，世界戦争の驚くべき破壊と
虐殺に多くの関係者・被害者たちが苦悩し反省し
て，それに世界人民が賛成して実現したもので
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時代」の昔を知っている私には夢のようです。日
本に来る留学生の大多数は，アメリカ大好きで
す。私のような青年時代からアメリカを批判して
きた世代には，この中国人の変りようは驚きです
が，こうした人的物的交流，及び政治と経済の交
換によって，世界連邦・世界共和国成立の現実的
基盤が形成されつつあると感じます。ちなみに，
私はアメリカに一度も行ったことはありません。
一度は行ってみたいのですが，間に会いますか
ね。「米中人民の交流」こそ，新しい世界を切り
開く王道です。より多くの中国共産党の幹部とそ
の子弟がアメリカに行き，人と財産を移転するこ
とを支持し，またその結果に期待します。もちろ
んこれには貧しい中国農民による「倫理的非難」
は避けられないでしょうが。人類は，いまこそ国
家や民族の壁を越えるべきです。私が加入してい
る国際組織（もう集会にも日常的な活動にも参加
せず，機関誌をとり，小額のカンパをするだけで
すが）は，「国境なき医師団」，「パレスチナの子
供たちキャンペーン」，「国連 UNHCR協会」，「ユ
ニセフ」，「難民支援を支援する会」，「強制連行に
反対する会」，「ノウ・モア南京」等があります。
これらの国際組織には多くの日本人が参加してお
ります。中国にも，NPO，NGOがたくさん生ま
れ，年々民衆の活動が強化されつつあると聞いて
おり，隔世の感です。暴力なき国際支援の運動と
国家権力に抵抗する人民の国際的連帯にこそ希望
があります。というよりも，これに希望を託す以
外に人類に選択の余地はありません。中国でも一
党支配，一党専制の政治をやめて，自由と民主の
社会を作ることが必要だと思います。互いに自由
に「領土問題」を議論したいものです。
■ 20世紀の世界史を振り返ると，レーニン，ス
ターリン，毛沢東の「国家を階級闘争と社会主義
権力の樹立で消滅することが出来るとする理論
は，全くの誤りであった」ことは明らかです。ロ
シア革命，ベトナ革命，カンボジア革命等は，国
家を消滅するどころか，革命権力を防衛するため
に，以前より強大な国家権力を樹立することにな
りました。その結果，帝国主義の干渉戦争を呼び
起こし，また国内で多くの人民と少数民族を敵と
して抑圧・殺害しました。ロシア革命，中国革命
は，5・15，2・26事件，柳条湖事件，蘆橋溝事
件など，極右的な一部の軍人・青年将校が起こし
た突発的事件が重なり，ついに大侵略戦争に突入
しました。アメリカ人は，9・11事件で 3000余
人がアルカイーダ（al-qaeda）に殺されました。
それで激怒したアメリカ人は直接関係がないイラ
ク・アフガニスタン戦争を起こし，以後 10年も
戦争を続けています。このように見て来ると，
「戦争」への道は遠くにあるようで，実は今の日
常的諸事件の中に潜んでいると思うのです。日本
でも，中国でも，突発的な「事件」が重なり，思
いがけない戦争に突入する可能性を忘れてはいけ
ないでしょう。私は日本人の一人として，多くの
原水爆を持ち，空母を作って軍備拡張に驀進する
中国政府に脅威を感じています。また，尖閣列島
を「国有化」した日本政府のやり方は，拙速すぎ
たと感じます。しかし，日本では「国有地」と
「民有地」の違いにそう意味があるとは考えられ
ておりません。成田国際空港の敷地内にいた数軒
の農家は，50年間も立ちのきを拒否して抵抗し
ました。その為，政府は成田空港に滑走路を一本
しか作れなかった歴史もあります。日本には，戦
争を避けるためなら「完全に武装放棄の宣言を行
い，尖閣列島を中国に贈与して，世界史上最初
の，この革命的壮挙による国際的名誉を独占せ
よ」と主張する高名な思想家もおります。私もこ
の遠い理想を追い求めたいと思います。
■日本の 3・11の「福島原発事故」以後の世界を
見るに，21世紀には 1世紀以来創られてきた「資
本＝ネイション（共同体）＝国家」という国民国
家とそれから始まった帝国主義体制を乗り越える
必要を感じます。イヤそれは既に堰き止められな
い勢いです。国家と資本と社会の大きな乖離こ
そ，新帝国主義戦争の時代を開くのです。それと
闘うには，国際連盟を強化し，NPO，NGOを世
界中に発展させ，資本と国家を消滅させるのが唯
一の道であり，これこそが領土紛争を解決する最
終的な道です。中国にも可能性があります。政治
局常任委員も，中央委員も，毛沢東時代の「打倒
米国帝国主義」のスローガンを全く捨てて，アメ
リカに多くの財産と子弟を送って，世界でも珍し
い「親米国民」になっているのですから，「冷戦
44
驚異的なものになり，その損害は想像を絶するも
のになりました。そこで「ウエストファリア条
約」（1648年，Westphalian Treaty，「主権国家の
独立」を国際的に初めて承認）が締結され，また
ドイツの哲学者カント（Immaniel Kant，1724～
1804）が「永遠平和のために」を書いて，世界共
和国に向けての哲学を語りました。しかし，それ
以後，戦争はますます巨大化して労働者・人民・
諸国民を苦しめました。その為，社会主義者・無
政府主義者は，第一次，第二次，第三次，第四次
と四回にわたって「インターナショナル」
（international国際共産）を創建しました。更に，
20世紀に入ると，人類未曽有の悲劇を生んだ，
世界戦争が二度も起こりました。その巨大な人的
物的損害を反省して，第一次世界大戦後に「国際
連盟」が，第二次大戦後に「国際連合」が誕生し
たのです。これ以後，現在の諸国家の力を削減し
て，国際機関，国際協力で民族紛争，領土紛争，
国家間の紛争を回避する方向で，世界の人々は努
力することが常態となり，また着々と成果をあげ
てきました。私は，尖閣列島を日本の永久に自国
の領土にすることに何らの価値を認めません。領
土紛争を国際的な機関で解決すること，更には世
界連邦，そしてついには「世界共和国」を創建す
るという高い理想をもって生きたいと願っていま
す。21世紀は，そうした理想，理念が実現する
ものと大いに期待します。
は，旧ロシア帝国，旧中華帝国の矛盾（専制主義
と少数民族抑圧，帝国主義の侵略）を階級闘争で
克服する目的で行われましたが，帝国主義と反革
命を鎮圧するために前代の旧帝国よりも強大な専
制権力を打ち立てたのです。中国は毛沢東時代に
は階級闘争至上主義，それが大失敗すると今度
は，国家官僚資本主義に 180度転向しました。し
かし，「静かなる監視型暴力」の長期的展開とい
う結果を生んでいます。では，どうしてこのよう
な事態が生まれたのでしょうか。なぜソ連の崩
壊，ロシアの復活と中国の 180度の旋回が可能に
なったのでしょうか。それは，1970年代のベト
ナム戦争の敗北以降衰退し始めたアメリカ・ヨー
ロッパの巨大資本が中国・インド・西アジアに新
しい市場と資源（安価な労働力を含む）を求めて
なだれ込むようになったことに主要な原因があり
ます。このことが，ソ連と毛沢東中国の崩壊と，
以後の両国の 180度の転向を可能にさせ外的原因
でした。内的原因は，階級闘争による社会主義の
実現に完全に失敗し，国民生活は疲弊し，少数民
族政策は失敗し，国家社会が立ち行かなくなった
ためです。これが内的原因です。しかし，1980
年代以降に世界史の中心に再度登場したアメリ
カ，新興国家ロシア・開放中国に未来を切り開く
理想も威力も見つけることは不可能です。これら
の国々は世界市場の新たなる争奪戦を始めたので
す。ヨーロッパ共同体にはまだ可能性が残ってい
ますが，アメリカ，中国，ロシアには，世界資源・
世界市場の争奪戦が待っています。新しい特徴
は，もはや国際金融市場が，国民国家の枠をほぼ
完全に離脱したと云うことです。ロシアと中国の
官僚資本主義は，資本を国家に従属させようとし
て苦心していますが，「国家＝ネイション＝資本」
の三位一体を守れば，国際資本市場の競争に勝て
ないことは明白です。しかし，アメリカ帝国の衰
退という間隙をぬって，中国，ロシア，インド，
イラン，更には北朝鮮までが国家を強力にして
「新帝国主義」による世界分割競争を始めるよう
になりました。1980年代からのアメリカ帝国の
衰退とともに，新しい帝国主義の時代が始まった
と言ってもよいでしょう。
■近代世界史を振り返ると，近代戦争の破壊力は
